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　半導体を巡る、米国や中国、日本、台
湾、韓国などの勢力争いを歴史を踏まえ
つつ紹介した書。100人超の関係者にイ
ンタビューし、半導体の地政学的な問題
とその背景を整理している。トランジスタ
の発明から扱っていることもあり500
ページ超の大著だが、翻訳はこなれてお
り読みやすい。日本の半導体メーカーが
世界市場を席巻していた時代を知って
いる方は、歴史解説が中心となる前半
部分は読み飛ばしても構わない。
　「半導体の黎明期」「シリコンバレーの
興隆」「日本の台頭」「日本の没落と韓国
の台頭」「TSMCの興隆とリソグラフを巡
る競争」「ファブレス企業の台頭とインテ
ルの没落」など7章で構成する。中国の
驚異が叫ばれているが、EUV露光装置
や光源、EDAツールなどの中核技術は
西側諸国が押さえており、急速な台頭は
容易ではないと繰り返す。

　TDK出身でTDK米国子会社の副社
長、イメーション日本法人の常務を歴任
した著者が、日本の電機メーカーが凋落

した原因を「5つの大罪」に求めた書。
シャープの副社長を務めた父親と比較し
つつ、電機メーカーの宿痾の数 を々槍玉
に挙げる。大罪とは「誤認の罪」「慢心の
罪」「困窮の罪」「半端の罪」「欠落の罪」
である。イノベーションは「選択と集中」と
親和性が低いという見方は面白い。
　高品質、高性能、高付加価値こそが日
本の製造業の強みだとする「誤認の罪」
や、根拠なき楽観論に浸り、やるべきこと
をやらなかった「慢心の罪」などポイント
を押さえており、よくまとまっている。頭の
整理に役立ちそうな1冊である。なお筆
者は経営者として、2度のリストラを行う
とともに、自らもリストラに遭うことにな
る。この間の行動や心情を筆者はかなり
正直に書き綴っている。

　インターネットでビジネスを立ち上げ、
急成長させ、競合他社を寄せ付けない
存在にするための勘所を紹介した書。使
う人が増えれば増えるほど製品やサー
ビスの価値が高まる「ネットワーク効果」
活用の要諦を自らの体験と取材をもとに
明らかにする。豊富な事例を使った内容
は、きわめて具体的で役立ち感がある。
　筆者は、初期段階、成長初期、急成長
期、安定期、参入障壁構築期に分けて、
それぞれで打つべき具体策を披露する。

事例として、ウーバー、エアビーアンド
ビー、スラック、ズーム、インスタグラム、リ
ンクトイン、ペイパルなどを取り上げる。
興味深いのは、安定的に機能し、自律し
て成長できる「アトミックネットワーク」を
重視しているところ。アトミックネットワー
クが最初のコミュニティに根付いてから、
他のコミュニティに広げることが肝要と
する。

　蔓延する陰謀論やフェイクニュース、
数字を使ったまやかしに騙されないため
の方法論を提示した書。確率論やゲーム
理論、行動経済学、統計学などの知的
ツールに基づく「健全な推論」が不可欠
だと説く。
　人が陥りやすい落とし穴と落ちる理由
を、事前確率やベイズ推論などを用いて
議論する。条件付き確率が混乱のもとに
なっており、ベイズ推論は全人類が学ぶ
べきだとする。論証を分解して一式の前
提と条件文に解読する「形式的再構成」
を使えば、論理の飛躍や誤謬に気づける
という。
　合理的な判断を下せない原因として
科学教育の問題を指摘する。学校でも
博物館でも、オカルトやマジックかと思わ
せるものばかりが並べられる。科学教育
から得られるものが混沌として、重力や
電磁気力が超能力やカルト、水晶療法な
どとごちゃまぜになっているという。
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